
10

くし
ing
ふ

ン
グ
と
言
い
ま
す
。
例
え
ば
、
●
ビ
ジ
ョ
ン

（
活
動
が
目
指
す
展
望
や
構
想
）
●
プ
ロ
ミ

ス
（
社
会
や
活
動
対
象
者
に
対
す
る
約
束
や

宣
言
）
●
イ
メ
ー
ジ
（
社
会
に
与
え
よ
う
と

想
定
し
て
い
る
印
象
）
●
リ
ソ
ー
ス
（
自
組

織
が
も
つ
人
的
ま
た
は
経
験
的
な
資
産
）
な

ど
を
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
自
組
織
の
魅
力
を
発
見

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

広
報
の
目
的
を
明
確
化

活
動
の
基
本
的
な
事
柄
（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
）
が
明
確
に
な
っ
た
ら
、
広
報
し
た
い
事

柄
を
整
理
し
ま
し
ょ
う
。
●
何
の
た
め
（
知

名
度
ア
ッ
プ
、
活
動
の
活
性
化
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
な
ど
）
⬇
●
誰
に
（
広
く
一
般
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
、
関
係
者
な
ど
）
⬇
●

何
を
（
寄
付
の
募
集
、
参
加
募
集
、
問
題
提

起
な
ど
）
⬇
●
目
指
す
効
果
は
⬇
結
果
と
し

て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成
に
近
づ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

広
報
の
手
法

広
報
を
す
る
際
は
、
目
的
や
内
容
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
広
報
を
す
れ
ば
よ
い
か
、

戦
略
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
コ
ス
ト
等
を
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

め
ざ
す
姿
（
目
標
）
に
よ
っ
て
、
広
報
の

仕
方
は
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
複
数
方
法
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

広
報
計
画

広
報
の
仕
方
が
決
定
し
た
ら
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
内
容
を
確
認
し
ま
す
。
例
え
ば
、
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
場
合
、
３
か
月
前
に
機

関
誌
へ
の
原
稿
を
執
筆
し
、
２
か
月
前
に
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
、
１
か
月
前
に
新
聞
の

イ
ベ
ン
ト
告
知
欄
へ
の
掲
載
依
頼
を
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
送
り
、
残
り
２
週
間
で
メ
ル
マ
ガ
に

掲
載
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用
し
て
い
る
場
合

に
は
、
直
前
ま
で
広
報
を
行
う
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
で
す
。

広
報
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト

●
タ
イ
ミ
ン
グ
〜
時
代
性
と
先
進
性
、
例

え
ば
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
が
取
り
上
げ
て
い
る

事
柄
に
関
連
し
て
い
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
の
関

心
を
呼
び
や
す
く
取
り
上
げ
る
可
能
性
も
高

ま
り
ま
す
が
、
話
題
の
時
期
を
過
ぎ
て
し
ま

媒体の特徴

新聞
テレビ
ラジオ
専門誌
フリーペーパー
ウェブサイト
メールマガジン
投稿サイト
SNS
機関誌
チラシ
ポスター
ダイレクトメール

マ
ス
コ
ミ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

紙
媒
体

広報計画をたてよう（集客）

イベント
企画

数回配信

メルマガ

6週間前

チラシ作成

1か月前

プレスリリース
作成

郵送・配信

1か月前/10日前

配信

2か月前

Mixi facebook

直前まで

ツイッター

イベント当日

そもそもこのタイミングが重要

2か月前

企画確定

2か月前

サイトに掲載

⬇

⬇⬇

⬇

⬇

⬇

比較的高齢
比較的高齢
高齢者中心
関心層
関心層
関心層・会員
関心層・会員
関心層
若年層
地域全戸
関心層
広く一般
会員・関係者

信頼性が増す、新しい層の開拓に有効
遡求力は圧倒的
丁寧に扱う可能性高
業界へ影響を与える
掲載率が高い
詳細まで記載が可能
定期的に直接お知らせできる
ターゲット別に投稿できる
口コミ効果で情報が拡散しやすい
魅力的であれば遡求力大／コスト大
配布場所に左右される
掲示板に左右される
手にとる可能性高

知名度アップ
知名度アップ
繰り返し出演可
記者との関係重要
イベント告知向
イベント告知向
イベント告知向
イベント告知向
イベント告知向
全てに有効
イベント告知向
キャンペーンなど
全てに有効

メディアの種類 対　象 特　徴 ポイント

広
報
と
は

広
報
と
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
か
つ
て
は
「
公
的
な
情

報
」
に
限
定
さ
れ
た
概
念
で
し
た
が
、
今
日

で
は
、
Ｐ
Ｒ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
）
と
ほ
ぼ
同
意
義
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
と
は
「
ま
ず
自
分
を
知
る

（
自
組
織
の
強
み
／
弱
み
を
理
解
す
る
）」
と

い
う
こ
と
で
す
。
広
報
を
成
功
す
る
＝
組
織

が
機
能
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

広
報
の
重
要
性

社
協
や
福
祉
施
設
は
地
域
住
民
や
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
、
関
係
者
等
に
向
け
て
広
報
を
行

っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
活
用
や
サ
ー
ビ

ス
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
発
信

し
た
情
報
が
賛
同
を
受
け
、
活
動
や
そ
の
目

的
が
地
域
の
人
た
ち
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

広
報
を
は
じ
め
る
ま
え
に

自
分
た
ち
は
何
者
な
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
付

け
る
た
め
の
基
本
的
な
事
柄
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ

講
師
●

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
O
urPlanet-T
V

代
表
　
白
石
 草
氏

７
月
16
日
〜
17
日
に
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

の
主
催
に
よ
る
「
平
成
25
年
度
広
報
力
強
化
セ

ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
は
社
協
や
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
担
当
者
が

広
報
活
動
を
具
体
的
、
実
践
的
に
す
す
め
て
い

く
た
め
の
広
報
・
情
報
提
供
の
知
識
を
習
得
す

る
こ
と
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
や
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
の
活
用
を
含
め
た
広
報
戦
略
や
展
開
に
つ

い
て
学
ぶ
た
め
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

内
容
に
つ
い
て
、
抜
粋
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

平
成
25
年
度

誰
に
何
を
伝
え
る
の
か

組
織
の
広
報
戦
略
を
考
え
る

広
報 　

強
化
セ
ミ
ナ
ー

コスト大

マスコミでの発信

独自の発信

コスト小

知名度
UP

集客
募集

ブランド
浸透

広告

広報誌

テレビ

チラシ

インターネット

新聞
ミニコミ
専門誌
告知面

広報の手法を決める
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社会福祉施設
総合損害補償

社会福祉施設のさまざまなリスクに対応するために

❶基本補償

❶入所型施設利用者の傷害事故補償
❷通所型施設利用者の傷害事故補償
❸施設送迎車搭乗中の傷害事故補償❷個人情報漏えい対応補償

❸施設の什器・備品損害補償

●この保険は全国社会福祉協議会が保険会社と一括して契約を行う団体契約（「賠償責任保険」「普通傷害保険」「労働災害総合保険」「約定履行費用保険」「動産総合保険」）です。

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問合せは下記にお願いします。

社会福祉法人

〈引受幹事保険会社〉 株式会社

株式会社

TEL：03（3581）4667 FAX：03（3581）4763
〒100ｰ0013 東京都千代田区霞が関3丁目3番2号 新霞が関ビル17 F

福祉保険サービス

損害保険ジャパン
全国社会福祉協議会

基本補償（A型）は、法人業務中、法律上の賠償責任
　が発生した場合、包括的に補償
見舞費用付補償（B型）は、賠償責任のない場合の
　見舞金が充実

個人情報漏えいによる法律上の賠償責任を負った
　場合（おそれのある場合を含みます）に補償

●オプション１ 訪問 ・ 相談等サービス補償
●オプション２ 施設の医療事故補償

しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

！
プラン

（賠償責任保険、普通傷害保険、動産総合保険）

（普通傷害保険）

１施設業務のための補償

プラン2施設利用者のための補償

❶施設の労災上乗せ補償
❷施設職員の傷害事故補償
❸施設職員の感染症罹患事故補償

（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険）

プラン3施設職員のための補償

団　体

契約者

取　扱

代理店

◆スケールメリットを活かし、
　充実した補償内容です。
加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が
運営している社会福祉施設です。

ふくしの保険 検 索

施設内の什器・備品を幅広い範囲で補償
施設の現金等も補償

客
観
的
に
評
価
さ
れ
た
独
自
デ
ー
タ
な
ど
）

や
資
料
を
示
す
こ
と
で
信
頼
性
を
高
め
ま
し

ょ
う
。

●
横
の
連
携
・
関
係
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ま
た
は
有
意
義
な
活
動

を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
取
り
上
げ

ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
同
じ
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
に
広
報

し
ま
し
ょ
う
。
同
じ
趣
旨
の
活
動
、
関
連
し

た
活
動
と
し
て
広
報
す
る
こ
と
で
、
大
き
な

記
事
と
し
て
取
り
上
げ
る
可
能
性
が
高
ま
り

ま
す
。

使
用
テ
キ
ス
ト
：「
平
成
25
年
度
広
報
力
強
化

セ
ミ
ナ
ー
」

※
９
月
号
で
も
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を
お

伝
え
し
ま
す
。

っ
た
事
柄
は
、
た
と
え
珍
し
い
取
組
み
で
も

取
り
上
げ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
に
は
新
鮮
な
ネ
タ
を
追
い
か
け

る
習
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。「
世
界
初
・
日

本
初
・
県
初
」
な
ど
ど
ん
な
規
模
で
あ
っ
て

も
、「
一
番
・
初
め
て
・
最
大
」
に
あ
て
は

ま
る
場
合
は
、
必
ず
そ
れ
を
明
記
し
て
注
目

を
集
め
ま
し
ょ
う
。

●
デ
ー
タ
を
抑
え
る
〜
客
観
性
と
信
頼

性
、
人
々
が
関
心
を
寄
せ
そ
う
な
事
柄
で

も
、
そ
の
論
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
取
り
組
む

理
由
が
信
頼
で
き
な
け
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
は

取
り
上
げ
る
こ
と
に
躊
躇
し
ま
す
。
も
し

も
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い

て
取
り
組
む
と
き
に
は
、
取
り
組
む
課
題
や

ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
の
全
体
像
を
示
す
と
と

も
に
、
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
（
学
術
調
査
や

●被災地支援事業への寄付
トヨタ自動車と会員会社で

組織される団体「協豊会」（信
元久隆会長　事務局愛知県）
より、会員から募った物品（不
要携帯電話や書き損じはが
き、切手、図書カード、テレホ
ンカード、ベルマーク等）によ
る被災地支援活動への寄付を
いただいきました。
このうちベルマークについ

ては、被災を受けた沿岸の小
学校２校へ寄贈。その他の物
品は、昨年度より集計作業・換
金 を 行 っ た 結 果 、総 額
5,876,714円となりました。
この寄付金は、本会の東日

本大震災の被災地支援事業の
ために活用させていただく予
定です。

●使用済み切手と
プリペイドカードを寄贈
７月23日に岩手銀行労働

組合の斉藤忠洋執行委員長と
井上桂吾書記長が当会を訪
れ、使用済み切手3,960ｇと
プリペイドカード1,481枚を
寄贈いただきました。同組合
からは2003年度から毎年寄
贈いただき、今回で11回とな
ります。
この切手などは「いわて車

いすフレンズ」活動の費用の
一部（国内輸送費）として役立
てる予定です。

●使用済み切手と葉書を寄贈

７月８日に岩手県食肉衛生
検査所（白岩利惠子所長）の三
浦史人検査指導課長が当会を
訪れ、使用済み切手3,122枚
と葉書約30枚を寄贈いただ
きました。
この切手などは「いわて車

いすフレンズ」活動の費用の
一部（国内輸送費）として役立
てる予定です。

皆さまのご支援ありがとうございます


